
革
マ
ル
派
は
、
平
成
一
八
年
中
、
労
働
運
動
や
大

衆
運
動
を
通
じ
、
組
織
の
維
持
、
拡
大
を
図
る
こ
と

に
重
点
を
置
い
た
活
動
を
継
続
し
ま
し
た
。

こ
う
し
た
中
、
同
派
は
、
同
年
八
月
一
二
日
、
東

京
都
新
宿
区
内
で
記
者
会
見
を
行
い
、
創
始
者
で
あ

る
黒
田
寛
一
前
議
長
が
同
年
六
月
二
六
日
に
死
亡

（
享
年
七
八
歳
）
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
と
と

も
に
、
植
田
琢
磨
議
長
が
声
明
文
を
読
み
上
げ
、

「
同
志
黒
田
の
思
想
を
継
承
し
血
肉
化
し
、
実
践
的

に
適
用
し
て
い
く
」
こ
と
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
同
派
の
機
関
紙
「
解
放
」（
同
年
八
月

二
八
日
付
け
）
に
、
黒
田
前
議
長
の
追
悼
を
内
容
と

す
る
植
田
議
長
及
び
政
治
組
織
局
連
名
の
論
文
を
掲

載
し
た
の
を
皮
切
り
に
、
黒
田
前
議
長
が
提
唱
し
た

理
論
の
継
承
、
組
織
の
強
化
を
訴
え
る
中
央
労
働
者

組
織
委
員
会
名
の
論
文
や
同
派
活
動
家
の
寄
稿
等
を

繰
り
返
し
掲
載
し
、
組
織
の
引
締
め
を
図
り
ま
し

た
。

さ
ら
に
、
同
年
一
○
月
一
五
日
、
都
内
で
、
約

一
、
五
〇
〇
人
を
集
め
て
「
追
悼

同
志
黒
田
寛
一
・

ハ
ン
ガ
リ
ー
革
命
五
〇
周
年
記
念
一
〇
・
一
五
革
共

同
政
治
集
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
同
集
会
で
は
、

植
田
議
長
や
幹
部
が
、
黒
田
前
議
長
の
「
遺
志
」
の

継
承
、
組
織
の
強
化
を
訴
え
た
ほ
か
、
同
派
の
活
動

家
ら
が
、
こ
れ
に
こ
た
え
る
決
意
を
表
明
し
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
革
マ
ル
派
と
Ｊ
Ｒ
東
労
組
の
関
係
を

取
り
上
げ
た
週
刊
誌
の
連
載
記
事
を
と
ら
え
、
機
関

紙
「
解
放
」（
同
年
九
月
四
日
付
け
）
に
「「
週
刊
現

代
」
を
広
報
役
と
し
た
鉄
道
謀
略
・
フ
レ
ー
ム
ア
ッ

プ
攻
撃
を
断
固
粉
砕
せ
よ
！
」
と
題
す
る
批
判
記
事

を
掲
載
し
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
で
発
生
し
た
置
き
石
等

の
列
車
妨
害
事
件
に
関
し
、「
ア
メ
リ
カ
権
力
者
と

そ
の
意
を
受
け
た
日
本
国
家
権
力
内
謀
略
グ
ル
ー
プ

の
フ
レ
ー
ム
ア
ッ
プ
」
と
す
る
い
わ
ゆ
る
権
力
謀
略

論
を
唱
え
、
同
派
の
特
異
な
体
質
を
う
か
が
わ
せ
ま

し
た
。

一
方
、
革
マ
ル
派
が
相
当
浸
透
し
て
い
る
と
み
ら

れ
る
Ｊ
Ｒ
東
労
組
内
で
は
、
元
顧
問
を
絶
対
視
す
る

勢
力
と
、
元
顧
問
の
影
響
力
を
排
除
し
よ
う
と
す
る

勢
力
と
の
対
立
が
継
続
し
て
い
ま
す
。

革
マ
ル
派
は
、
一
九
年
も
、
黒
田
前
議
長
の
理
論

の
継
承
を
訴
え
、
組
織
の
引
締
め
を
図
り
つ
つ
、
そ

の
維
持
、
拡
大
に
向
け
、
大
衆
運
動
の
面
で
は
、
反
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１
前
議
長
の
「
遺
志
」
の

継
承
を
訴
え
て
組
織
の

引
締
め
を
図
っ
た
革
マ
ル
派

反戦闘争のデモに取り組む過激派（10月、愛知）



戦
・
反
安
保
、
憲
法
改
正
問
題
等
を
中
心
に
取
り
組

む
も
の
と
み
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
労
働
運
動
の
面
で

は
、
党
派
色
を
隠
し
、
Ｊ
Ｒ
を
始
め
と
す
る
基
幹
産

業
の
労
働
組
合
等
に
浸
透
を
図
る
も
の
と
み
ら
れ
、

そ
の
過
程
で
、
Ｊ
Ｒ
総
連
又
は
Ｊ
Ｒ
東
労
組
と
対
立

す
る
労
働
組
合
及
び
Ｊ
Ｒ
各
社
の
関
係
者
に
対
し
、

住
居
侵
入
等
の
違
法
行
為
を
伴
う
調
査
活
動
を
行
う

お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

中
核
派
は
、
三
年
五
月
に
「
当
面
は
武
装
闘
争
を

控
え
、
大
衆
闘
争
を
基
軸
に
党
建
設
を
重
視
す
る
」

と
の
「
五
月
テ
ー
ゼ
」
路
線
（
一
五
年
以
降
は
「
新

指
導
路
線
」
と
呼
称
）
を
打
ち
出
し
て
以
降
、
大
衆

運
動
や
労
働
運
動
へ
の
取
組
み
を
強
め
、
組
織
の
拡

大
を
図
っ
て
い
ま
す
。

一
八
年
中
も
、「
新
指
導
路
線
」
に
基
づ
き
、
改

憲
法
案
の
阻
止
を
最
重
点
課
題
に
掲
げ
、
同
派
が

「
四
大
産
別
」
と
呼
称
す
る
自
治
体
、
郵
政
、
教
育

及
び
Ｊ
Ｒ
の
各
労
働
組
合
の
中
に
、
活
動
家
や
同
調

者
を
増
や
す
活
動
に
力
を
注
ぎ
ま
し
た
。

同
派
は
、
自
ら
が
主
導
す
る
百
万
人
署
名
運
動
に

お
い
て
、「
九
条
を
変
え
る
な
！
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

と
し
て
、
街
頭
署
名
活
動
や
労
働
組
合
の
事
務
所
へ

の
訪
問
を
行
う
全
国
キ
ャ
ラ
バ
ン
行
動
に
取
り
組
み

ま
し
た
。
ま
た
、「
日
の
丸
・
君
が
代
」
問
題
で
は
、

高
等
学
校
の
卒
・
入
学
式
当
日
に
活
動
家
を
動
員

し
、
教
職
員
に
不
起
立
を
呼
び
掛
け
る
ビ
ラ
配
布
や

教
育
委
員
会
、
学
校
長
へ
の
申
し
入
れ
等
に
活
発
に

取
り
組
み
ま
し
た
。

同
派
は
、「
新
指
導
路
線
」
の
成
果
を
集
約
す
る

集
会
と
し
て
、
同
年
一
一
月
五
日
、
一
万
人
結
集
の

目
標
を
掲
げ
て
「
全
国
労
働
者
総
決
起
集
会
」（
東

京
）
に
、
約
二
、七
〇
〇
人
を
動
員
し
て
、
集
会
、

デ
モ
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

一
方
、
同
派
内
に
お
い
て
、
同
年
三
月
、
関
西
地

方
委
員
会
の
最
高
幹
部
が
独
善
的
な
組
織
運
営
等
を

理
由
に
党
員
か
ら
糾
弾
さ
れ
、
解
任
に
追
い
込
ま
れ

ま
し
た
。
そ
の
後
、
こ
の
問
題
の
処
理
を
め
ぐ
り
、

内
部
対
立
が
発
生
し
、
党
中
央
の
幹
部
多
数
が
解
任

さ
れ
た
ほ
か
、
地
方
活
動
家
が
大
量
離
党
す
る
な
ど

の
事
態
に
発
展
し
た
こ
と
で
、
組
織
の
中
枢
部
は
、

大
き
く
揺
ら
い
だ
と
み
ら
れ
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
同
派
は
、
同
年
秋
に
「
革
共
同
第

二
二
回
拡
大
全
国
委
員
会
総
会
」
を
開
催
し
、
組
織

問
題
の
関
係
者
五
人
に
対
し
て
「
除
名
決
議
」
を
行

っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

中
核
派
は
、
一
九
年
も
「
新
指
導
路
線
」
の
下
、

現
指
導
体
制
及
び
組
織
勢
力
の
維
持
、
拡
大
を
図
る

た
め
、
反
戦
、
教
育
問
題
、
憲
法
改
正
問
題
等
を
重

要
課
題
に
掲
げ
、
労
働
運
動
や
大
衆
運
動
に
対
す
る

取
組
み
を
一
層
強
化
す
る
も
の
と
み
ら
れ
ま
す
。
ま

た
、
組
織
問
題
に
関
し
て
は
、
責
任
の
追
及
、
組
織

離
脱
者
の
引
き
戻
し
等
を
図
る
過
程
で
、
内
ゲ
バ
事

件
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
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2
改
憲
法
案
阻
止
闘
争
等
に

取
り
組
む
中
、
組
織
問
題
に

揺
れ
た
中
核
派

「全国労働者総決起集会」開催時のデモ（11月、東京）



革
労
協
主
流
派
は
、
一
八
年
中
、
暫
定
平
行
滑
走

路
の
北
側
延
伸
を
と
ら
え
、
例
年
以
上
に
成
田
闘
争

に
対
す
る
取
組
み
を
強
め
ま
し
た
。

主
流
派
は
、
反
対
同
盟
北
原
グ
ル
ー
プ
（
以
下

「
反
対
同
盟
」
と
い
う
。）
が
主
催
す
る
集
会
・
デ
モ

に
活
動
家
や
同
調
者
を
動
員
し
た
ほ
か
、
独
自
の
集

会
・
デ
モ
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

同
年
六
月
に
は
、
福
岡
市
内
で
初
め
て
成
田
闘
争

に
取
り
組
ん
だ
ほ
か
、
同
年
八
月
に
は
、
暫
定
平
行

滑
走
路
を
北
側
に
延
伸
す
る
た
め
の
工
事
実
施
計
画

の
変
更
許
可
申
請
（
以
下
「
許
可
申
請
」
と
い
う
。）

を
審
議
す
る
た
め
、
国
土
交
通
省
が
開
催
し
た
公
聴

会
（
以
下
「
公
聴
会
」
と
い
う
。）
に
対
す
る
反
対

活
動
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
ま
た
、
同
年
九
月
に
は
、

全
学
連
の
全
国
大
会
を
成
田
で
開
催
し
、
そ
の
期
間

中
に
デ
モ
を
行
う
な
ど
、
成
田
闘
争
に
積
極
的
に
取

り
組
み
ま
し
た
。

革
労
協
反
主
流
派
は
、
年
初
の
機
関
紙
「
解
放
」

で
「
党
内
闘
争
は
最
終
結
着
し
た
」
な
ど
と
主
張
し
、

こ
れ
ま
で
繰
り
返
し
て
き
た
主
流
派
と
の
対
立
抗
争

を
終
わ
ら
せ
、
組
織
の
再
建
を
優
先
す
る
姿
勢
を
見

せ
ま
し
た
。

し
か
し
、
同
年
三
月
、
反
主
流
派
の
最
高
幹
部
の

側
近
と
み
ら
れ
て
い
た
活
動
家
が
、
反
主
流
派
の
活

動
拠
点
で
あ
る
「
赤
砦
社
」
か
ら
都
内
の
病
院
に
搬

送
さ
れ
、
そ
の
後
死
亡
す
る
と
い
う
事
件
が
発
生
し

ま
し
た
。
反
主
流
派
は
、
組
織
の
動
揺
を
抑
え
る
た

め
、
死
亡
し
た
活
動
家
に
対
す
る
追

悼
文
を
機
関
紙
「
解
放
」（
同
年
四

月
一
五
日
付
け
）
に
掲
載
し
ま
し
た
。

こ
う
し
た
中
、
反
主
流
派
は
、

一
一
年
の
分
裂
以
降
、
初
め
て
全
学

連
の
全
国
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

大
会
で
は
、
新
し
い
執
行
部
役
員
が

決
め
ら
れ
た
ほ
か
、
学
生
に
対
す
る

働
き
掛
け
を
強
め
る
方
針
が
採
択
さ

れ
ま
し
た
。

両
派
は
、
一
九
年
も
、
反
戦
闘
争

に
取
り
組
み
な
が
ら
、
組
織
の
維
持
、

拡
大
を
図
る
も
の
と
み
ら
れ
ま
す

が
、
活
動
拠
点
で
起
き
た
事
件
の
影

響
に
よ
り
、
反
主
流
派
の
組
織
が
不

安
定
な
状
況
に
置
か
れ
、
主
流
派
が

そ
の
機
会
を
利
用
し
て
反
主
流
派
に

対
す
る
内
ゲ
バ
事
件
を
引
き
起
こ
す

お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

成
田
国
際
空
港
株
式
会
社
（
以
下
「
空
港
会
社
」

と
い
う
。）
は
、
一
八
年
中
、
許
可
申
請
（
同
年
七

月
一
〇
日
）、
公
聴
会
の
開
催
（
同
年
八
月
二
一
日
）
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3
成
田
闘
争
を
中
心
に
取
り

組
ん
だ
革
労
協
主
流
派
と

組
織
再
建
を
目
指
し
た
反

主
流
派

成田国際空港暫定平行滑走路（空港南側から撮影）

4
北
側
延
伸
工
事
着
工
で

危
機
感
が
強
ま
る
成
田
闘
争



及
び
国
土
交
通
大
臣
の
許
可
（
同
年
九
月
一
一
日
）

を
経
て
、
同
月
一
五
日
に
着
工
式
を
行
い
、
同
月

二
五
日
に
暫
定
平
行
滑
走
路
の
北
側
延
伸
工
事
を
開

始
し
ま
し
た
。

ま
た
、
反
対
同
盟
員
が
賃
借
し
て
い
る
農
地
（
二

か
所
、
合
計
約
〇
・
九
ヘ
ク
タ
ー
ル
。
以
下
「
農
地
」

と
い
う
。）
の
た
め
、
暫
定
平
行
滑
走
路
の
西
側
誘

導
路
が
曲
折
し
、
航
空
機
の
運
航
に
支
障
が
生
じ
て

い
る
事
態
を
解
消
す
る
た
め
、
農
地
を
所
有
す
る
空

港
会
社
は
、
同
年
七
月
一
〇
日
、
農
地
法
に
基
づ
き
、

賃
貸
借
の
解
除
を
求
め
る
手
続
き
を
講
じ
ま
し
た
。

千
葉
県
知
事
は
、
同
年
九
月
二
一
日
、
賃
貸
借
解
除

の
許
可
を
決
定
し
、
空
港
会
社
及
び
反
対
同
盟
員
に

通
知
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
動
き
に
対
し
、
中
核
派
、
革
労
協
主

流
派
等
が
支
援
す
る
反
対
同
盟
は
、「
北
延
伸
弾
劾
」

を
主
張
し
、
着
工
式
当
日
、
反
対
活
動
に
取
り
組
ん

だ
ほ
か
、
農
地
の
賃
貸
借
解
除
の
決
定
や
、
新
誘
導

路
の
建
設
に
伴
い
東
峰
地
区
の
樹
林
の
大
半
が
伐
採

さ
れ
る
こ
と
等
に
対
し
て
も
、
反
発
を
強
め
ま
し
た
。

反
対
同
盟
及
び
こ
れ
を
支
援
す
る
過
激
派
は
、

一
九
年
も
、
北
側
延
伸
工
事
の
進
展
、
農
地
の
賃
貸

借
解
除
を
め
ぐ
る
動
向
に
反
発
を
強
め
、
工
事
現
場

等
に
お
け
る
抗
議
行
動
や
集
会
・
デ
モ
に
取
り
組
む

も
の
と
み
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
同
年
一
〇
月
の
全
国
総
決
起
集
会
に
伴
う

記
者
会
見
で
、
中
核
派
の
幹
部
が
「
テ
ロ
、
ゲ
リ
ラ
」

の
可
能
性
に
言
及
し
て
お
り
、
情
勢
次
第
で
は
、
空

港
関
係
者
、
関
係
施
設
等
に
対
す
る
「
テ
ロ
、
ゲ
リ

ラ
」
事
件
の
発
生
も
懸
念
さ
れ
ま
す
。

警
察
で
は
、
過
激
派
に
対
す
る
事
件
捜
査
を
徹
底

す
る
と
と
も
に
、
ア
パ
ー
ト
、
マ
ン
シ
ョ
ン
等
に
対

す
る
ロ
ー
ラ
ー
及
び
ポ
ス
タ
ー
等
を
活
用
し
た
広
報

活
動
を
推
進
し
た
結

果
、
一
八
年
中
、
非

公
然
活
動
家
三
人
を

含
む
七
六
人
の
過
激

派
活
動
家
を
検
挙
し

ま
し
た
。

こ
の
う
ち
、
同
年
一

月
に
は
、
大
阪
経
済

大
学
の
構
内
で
大
学

職
員
に
傷
害
を
負
わ

せ
る
な
ど
し
た
革
マ

ル
派
系
の
全
学
連
活

動
家
ら
九
人
を
、
ま

た
、
同
年
三
月
、
六

月
及
び
一
一
月
に
は
、

法
政
大
学
の
構
内
に

侵
入
し
、
大
学
職
員
の
業
務
を
妨
害
す
る
な
ど
し
た

中
核
派
系
の
全
学
連
活
動
家
ら
延
べ
四
〇
人
を
検
挙

し
ま
し
た
。

ま
た
、
革
労
協
に
対
し
て
は
、
同
年
五
月
と
八
月
、

成
田
闘
争
で
の
取
組
み
で
警
察
官
の
職
務
を
妨
害
す

る
な
ど
し
た
主
流
派
の
活
動
家
六
人
を
逮
捕
し
ま
し

た
。警

察
で
は
、
引
き
続
き
、
国
民
の
理
解
と
協
力
を

得
な
が
ら
、
過
激
派
に
対
す
る
取
締
り
を
徹
底
す
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
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5
過
激
派
対
策
の
推
進

警察庁作成の過激派対策用ポスター


